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市
議
会
初

新
年
度
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
可
決

　

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
13
日
か
ら
３
月
23
日
ま

で
、
40
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
条
例
の

改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
22
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
８
頁
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
議
会

森林整備のための基金を創設

保健福祉センターが一般市民に
も開放されます

１年間空席の副市長を選任

議会 HP　QR コード

Point 1

Point 2

Point 3

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
市
道
新
設
改

良
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
、

複
合
型
子
育
て
支
援
施
設
（
送

迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
各
経
費

の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
補
正
予
算
や
条
例

改
正
な
ど
、
全
７
議
案
が
提
出

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
被
保
険
者
等

に
係
る
傷
病
手
当
金
を
支
給

す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
。

●�

文
科
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
（
当
初
、
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
整
備
と
な
っ
て

い
た
も
の
）
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
本

年
度
中
に
整
備
す
べ
き
と
文

科
省
の
前
倒
し
の
方
針
変
更

に
伴
い
、
令
和
２
年
度
の
一

般
会
計
予
算
に
、
小
中
学
校

に
学
習
用
端
末
等
の
整
備
を

行
う
費
用
を
５
年
間
の
債
務

負
担
行
為
と
し
て
追
加
補
正
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
た
め
の
必
要
経
費
を
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

計
上
す
る
補
正
。

第
１
回　

臨
時
議
会

（
令
和
２
年
１
月
28
日
開
催
）

第
２
回　

臨
時
議
会

（
令
和
２
年
４
月
24
日
開
催
）

季節はめぐる

菖蒲の花群（折立地区）

親子で田植え（平塚地区）
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₃月定例議会の会議録は図書館・公民館図書室で ６月下旬から閲覧できます。

各常任
委員会での審査内容

の一部を
お知らせします 主な新規事業として、幼稚園等送迎ステーション・小規

模保育の運営、学力向上を図る教育課題調査研究事業、
まちづくり協議会設立支援補助金、災害対応職員の知識
や対応能力向上のための研修、土地利用の誘導による構
想道路計画化へ向けた調査などが予算化されました。

令和２年度予算が成立しました

Ｑ　災害時対応職員研修委託料の
内容は。

Ａ　災害時の職員対応について学ぶものです。

講義内容については、これから詰めていきます。

総務
企画

Ｑ　中間サーバープラットホーム
の利用について説明してくださ
い。

Ａ　情報提供ネットワークシステムと各情報の保

有機関である市町村との間で、情報照会者と情報

提供者間の情報の授受の仲介をする役割を担うも

のです。中間サーバーに収納されているデータは

基本的には番号の羅列で管理しているため、万が

一、情報漏洩が発生してもそれは番号の羅列でし

かなく、情報の特定ができない状態にして管理を

行うものです。

総務
企画

Ｑ　シルバー人材センターの過去
３年間の売り上げ減少の理由は。

Ａ　平成３１年度は赤字も大分解消されたと聞

いています。仕事の種類は「請負」と「派遣」

があり、今は派遣業務に会員が流れているよう

です。会員数も特別に減っている訳でもなく、

特に報告はありません。

教育
福祉

Ｑ　幼稚園等送迎ステーション運
営委託について、利用等の見込み
は。

Ａ　今年４月のスタート時点では、市内幼稚園

４園１１人の利用予定です。

教育
福祉

Ｑ　家庭児童相談は虐待防止対策
にも関わりますが、児童虐待の相談
からその後の措置に至るまでの経
費として予算額は足りるのですか。

Ａ　虐待等の相談は、警察や中央児童相談所が

管轄になっており、そちらの意見も聞いて対応

していきます。

教育
福祉

Ｑ　福祉タクシー券について、必
要な人への追加支給を検討しまし
たか。

Ａ　令和２年度の申請時に利用者アンケートを

実施する予定で、これを踏まえての見直し検討

となります。

教育
福祉

Ｑ　人材育成推進に要する経費は
昨年度より７万１千円位アップし
ていますが、これで十分な研修体
制になっていますか。

Ａ　階層別研修等は、採用年月に応じて毎年違

う職員が研修を受講しています。また、担当事

務研修などは担当課で行っています。来年度に

ついては公務員関係の研修メニューを持ってい

る民間の一般財団法人機関の会員になることに

より安価で実施できます。

総務
企画

Ｑ　市人口が減少している中で、
固定資産税が増額と考える理由
は。

Ａ　現行の土地家屋の評価基準で評価し、課税

標準額を設定しています。土地は現況変化等を

受け、家屋は新たな新築住宅等をある程度見込

み、その結果で増額しています。

総務
企画

文化会館大ホールの保全工事について、本格的

な改修の必要がありながら、この工事で、安全

性が十分になるかというとそうではありません。

今回の工事のその先が不透明である予算には賛

成できません。

Ｑ　文化会館全体の大規模改修工
事は、いつ頃を考えていますか。

Ａ　今のところ計画はありません。

総務
企画

Ｑ　子ども医療費助成事業につい
て、平成３０年８月から所得制限
を撤廃しましたが、来年度の対象
人数は。

Ａ　全体で９，６２７人となります。

教育
福祉

Ｑ　乳がん検診は隔年実施ですが、
乳がんは早期発見による生存率が極
めて高いです。毎年実施していく検
討はされていますか。

Ａ　国や近隣の状況を踏まえ、常に検討はして

いきたいと思っています。

教育
福祉

Ｑ　適応指導教室に通う児童生徒
は増加傾向。指導員の人数は４人の
ままですが、質の低下につながる心
配はありませんか。

Ａ　２～３人でシフトを組み、足りない場合は

教育委員会から派遣することを考え、様子を見

ています。

教育
福祉

Ｑ　学力向上調査の概要について伺
います。

Ａ　対象は小学４年生から中学２年生まで。４

月～５月、９月～１０月にかけて年２回行いま

す。最初の調査で、１人ひとりの得手不得手が

分析され、結果を受けフィードバック教材を配

布し２回目の調査を行います。子ども達はでき

るようになったところが確認できます。この調

査は結果だけではなく、やる気を非常に高めて

いくための調査であると考えています。

教育
福祉

Ｑ　千葉県標準学力調査を無くす
ことで懸念されることはあります
か。

Ａ　一般的な子ども達の力をはかる場面が一つ

減りますが、単元毎のテスト等や、学力・学習

状況調査全国版はそのまま行いますので、新し

い取り組みの方が効果は大きいと考えます。

教育
福祉

Ｑ　図書館の備品購入費は減額傾
向ですが、新年度予算は少し増え
ました。今後の方向性を伺います。

Ａ　約70万円を図書費にプラスするよう予算化

しています。できるだけ維持していきたいと考

えています。

教育
福祉

Ｑ　文化会館の音響関係工事はマイク
や音響設備の更新とのことですが、それ
にあわせて天井も音響設備を考慮したも
のにしなくてはいけないということですか。

Ａ　天井の形状が変わるときにも今回更新する

設備は活かせるので、特に無駄な工事になると

は考えていません。

教育
福祉

反対討論
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Ｑ　防犯灯の設置工事の内訳につ
いて伺います。

Ａ　「街路灯・防犯灯等のＬＥＤ化事業」をリ

ース化することに伴い、独立柱の修繕や交換を

する経費と新たに、１５基の防犯灯を設置する

経費を計上しています。

都市
経済

Ｑ　中小企業活性化支援事業貸付
金の詳細を説明してください。

Ａ　事業者は保証協会から補償承諾を得た後に、

銀行から融資を受けることになります。銀行に返

済できなくなった場合には、その残額等を保証協

会が金融機関に弁償することになります。市にお

いては２０％以内の費用を代位弁済しなくてはなら

ない制度で、過去には代位弁済事例がありました。

都市
経済

Ｑ　道路修繕には主にインフラ整
備と維持修繕がありますが、優先
順位について伺います。

Ａ　道路修繕計画に従い計画的に行っていきま

す。市民からの情報提供等には、その都度、対

応しています。

都市
経済

Ｑ　近居推進事業の交付内示率は
低く、今年度は不足分が補正予算
で組まれました。新年度も内示率が
低い場合の想定について伺います。

Ａ　重点戦略の一つで、若い世代の定住を促進

するため、国の内示額が低くても単費で行って

います。昨年１０月には予算が満額に達してお

り、事業規模としては概ね妥当と考えています。

新年度も引き続き同額を予算計上しています。

都市
経済

Ｑ　予定している工事について、
伺います。

Ａ　冨士地区について、朝夕の時間帯に水圧が

低くなることを解消するために、配水管を布設

して安定供給ができる工事を予定しています。

都市
経済

Ｑ　下水道料金の滞納率見込は、
どれ位ですか。

Ａ　０．３%で、水道料金より高くなっています。

都市
経済

Ｑ　構想道路計画化調査業務委託
料について、都市マスタープランや
他の道路整備との整合性について
伺います。

Ａ　北千葉道路の開通時期を見ながら整備していくこ

とが必要と考えます。また、着手の時期についても社

会情勢の変化を見ながら引き続き検討していきます。

都市
経済

Ｑ　市民まちづくりサポートセン
ターは７つの機能を整備していく
構想ですが、新年度にはいくつの
機能を整えていく計画ですか。

Ａ　①拠点機能、②情報収集発信機能、③相談

機能、④資源の掘り起こし提供機能、⑤交流コ

ーディネート機能、⑥育成機能の６つを充実さ

せていきたいと考えています。

都市
経済

Ｑ　戸籍情報システム改修委託料
について、導入する効果を伺いま
す。

Ａ　国が保有する戸籍データシステムを導入する

ことにより、行政手続きの簡素化や戸籍事務の効

率化が図られます。戸籍や各種社会保障関係の届

け出時、戸籍証明書の提出が不要になります。

都市
経済

Ｑ　ごみの山と化した不法投棄現
場に対し、市ができる事として、
環境汚染の確認は必要ではありま
せんか。

Ａ　県と協力しながら対応していくものと考え

ています。

都市
経済

バス交通推進事業の充実は住民からの声がいつも

あがり、転出理由では交通不便が筆頭にあげられ

ます。にもかかわらず、こうした声を軽視し、前

回のナッシー号運行改悪で大幅に利用者を減らし、

それに対する真摯な反省がみられません。住民、

バス利用者に対し不誠実ではないでしょうか。交

通不便は白井市を「人から選ばれない街」にして、

将来の活力とポテンシャルを奪うことになります。

昨年、私は、水道料金の値上げに反対しました。

今回の予算に関しては大変丁寧で真面目な作り

ですが、優先順位に問題があり同意することは

できません。

令和２年度から企業会計になることで、中長期

的に管理しやすくなり、安定的・持続的に経営

基盤強化につながるものと期待しています。

企業会計（水道）

企業会計（下水道）

　

一
般
会
計
予
算
の
可
決
を
受
け
、「
白
井
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
を
開

始
し
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
天
井
も
含
め
た
大
規
模
改
修
工
事
の
策
定
を
は
か
る
こ
と
」
と
し
た
附

帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
議
案
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
大
ホ
ー
ル
天
井
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
12
月
定
例
議
会
で
も

議
論
と
な
り
ま
し
た
。（『
し
ろ
い
議
会
だ
よ
り
』
第
１
４
８
号
参
照
）
新
年
度
予
算
案
の
中
に
は
こ
の
大

ホ
ー
ル
天
井
に
関
す
る
項
目
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
附
帯
決
議
案
の
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

大
規
模
改
修
を
実
施
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
が
、
ど
う
い
う
内
容
を

想
定
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

執
行
部
で
は
近
い
将
来
大

規
模
改
修
を
迎
え
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
て
、
そ
の

中
で
の
安
全
対
策
の
工
事

と
考
え
ま
す
。
内
容
は
、

文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
初
め
て
具
体

的
な
内
容
・
期
間
・
費
用

が
見
え
て
く
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。�

（
提
出
者
）

Ｑ　

あ
り
方
の
検
討
か
ら
即
、

大
規
模
工
事
に
結
び
つ
く

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
辺
は
ど
う
理
解
し
て

い
ま
す
か
。

Ａ　

大
規
模
改
修
を
前
面
に
出

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
検
討
を

し
な
い
こ
と
に
は
先
に
進

み
ま
せ
ん
。
総
務
企
画
常

任
委
員
会
の
答
弁
で
も
計

画
が
全
く
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
あ
り
方

を
検
討
し
、
そ
の
内
容
か

ら
ど
う
い
う
改
修
に
な
る

か
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、

速
や
か
に
講
じ
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す
。�（
提
出
者
）

Ｑ　

防
災
に
関
し
て
は
、
緊
急

車
両
の
通
る
道
路
の
拡
幅

や
備
蓄
な
ど
色
々
あ
り
ま

す
が
、
会
館
大
ホ
ー
ル
を

特
出
し
す
る
の
は
、
優
先

順
位
を
ど
う
考
え
る
の
で

す
か
。

Ａ　

天
井
は
改
修
さ
れ
ま
す
が
、

対
策
が
完
全
で
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
明
記
し
ま
し

た
。�

（
提
出
者
）

　
　

大
規
模
改
修
工
事
と
あ
る

以
上
、
工
事
後
は
40
年
、

50
年
先
ま
で
持
た
な
い
と

市
民
に
対
す
る
理
解
が
得

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ス
ト
の
説
明
、
公
共
工

事
の
あ
り
方
を
含
め
て
ど

う
理
解
し
て
い
た
だ
く
か

が
一
番
肝
心
だ
と
思
い
ま

す
。

　
　

教
育
委
員
会
で
文
化
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
し

た
後
で
な
い
と
財
政
課
等

に
よ
る
予
算
検
討
に
至
ら

な
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
屋
上
、
外
壁

は
す
で
に
安
全
度
が
低
く

放
置
す
れ
ば
さ
ら
に
修
繕

箇
所
・
規
模
・
費
用
も
膨

ら
む
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

抜
本
的
に
安
全
性
を
確
保

す
る
方
向
で
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　
　

今
回
の
附
帯
決
議
で
は
、

価
格
な
ど
の
想
定
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
将
来
へ
の
危

険
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と

で
反
対
し
ま
す
。
市
の
人

口
が
予
定
の
６
万
５
０
０
０�

人
に
届
か
ず
、
楽
観
で
き

な
い
財
政
の
中
で
重
大
な

課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

あ
り
方
の
検
討
が
大
規
模

改
修
工
事
に
つ
な
が
る
と

は
限
ら
ず
、
市
の
体
力
に

見
合
う
の
か
の
検
討
も
な

く
附
帯
決
議
を
出
す
こ
と

に
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

今
後
、
公
共
施
設
の
最
適

化
、
統
廃
合
、
広
域
化
等

の
問
題
を
検
討
す
る
中
で
、

文
化
会
館
だ
け
を
大
規
模

改
修
あ
り
き
で
な
く
、
閉

館
と
い
う
考
え
も
あ
り
得

ま
す
。
費
用
や
国
の
補
助

金
の
有
無
が
わ
か
ら
な
い

中
で
、
大
規
模
改
修
ま
で

入
っ
て
い
る
決
議
案
に
は

納
得
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

決
議
案
に
市
が
進
め
る
ワ

イ
ヤ
ー
補
強
工
事
が
危
険

で
あ
る
旨
が
な
く
、
よ
り

厳
し
く
書
い
て
ほ
し
い
と

い
う
理
由
で
反
対
も
考
え

ま
し
た
が
、
一
番
大
切
な

命
を
守
れ
る
か
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
り
、
安
全
な

国
の
基
準
に
合
っ
た
工
事

に
一
歩
で
も
近
づ
く
内
容

と
い
う
こ
と
で
賛
成
し
ま

す
。
金
額
に
つ
い
て
は
市

が
す
で
に
複
数
の
大
ホ
ー

ル
天
井
の
改
修
案
を
出
し

て
い
て
、
一
番
安
全
と
見

な
さ
れ
る
工
法
で
も
１
億

円
余
り
、
国
の
補
助
金
も

出
ま
す
。
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
に
１
人
１
台
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
持
た
せ
る
の

に
今
後
３
年
間
で
15
億
円

と
い
う
予
算
を
組
も
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
市

の
体
力
に
見
合
う
の
な

ら
、
命
を
守
る
た
め
の

１
億
円
余
り
は
十
分
出
せ

る
金
額
で
す
。

新
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
可
決
し
ま
し
た

反対

反対反対反対

賛成

賛成

反対討論

賛成討論

反対討論
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〈
議
案
第
１
号
〉
白
井
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 1

森
林
整
備
の
た
め
の
基
金
を
創
設

国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
森
林
整
備
等
を
目
的
に
森
林
環
境
譲
与
税
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
譲
与
税
を
積
み
立
て
る
た
め
、
基
金
を
創
設
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
千
円
の
森
林
環
境
税
が
国
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

〈
議
案
第
６
号
〉
白
井
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 2

保
健
福
祉
施
セ
ン
タ
ー
が

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
ま
す

今
ま
で
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
等
は
地
域
福
祉
団
体
と
障
が
い
者
団

体
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
団
体
や
個
人
で
も
利
用
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

〈
議
案
第
22
号
〉
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

Point 3

１
年
間
空
席
の
副
市
長
を
選
任

笠
井
市
長
の
提
案
理
由
で
は
、「
髙
橋
俊
浩
氏
は
、
千
葉
県

職
員
と
し
て
平
成
３
年
入
庁
。
以
後
、
企
業
庁
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
整
備
部
用
地
課
、
総
務
部
文
書
課
、
政
策
法
務
課
、

県
土
整
備
部
、
環
境
生
活
部
、
企
業
庁
管
理
・
工
業
用
水

部
、
水
道
局
な
ど
、
長
年
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
経
験
さ

れ
、
特
に
、
法
規
・
審
査
・
人
事
関
係
に
明
る
く
、
現
在
は
、

企
業
局
管
理
部
総
務
企
画
副
課
長
と
し
て
活
躍
。
人
の
話

を
よ
く
聞
き
、
理
解
し
合
え
る
仕
事
を
し
た
い
と
の
思
い
を

持
っ
た
、
温
厚
誠
実
で
人
望
も
厚
い
人
柄
で
す
。 

市
民
感

覚
を
大
切
に
し
な
が
ら
広
域
連
携
へ
の
対
応
、
市
民
自
治

の
推
進
、
職
員
の
人
材
育
成
等
に
率
先
し
て
取
組
み
、
私

の
補
佐
役
と
し
て
、
市
民
・
議
員
・
職
員
・
関
係
各
所
と

対
話
を
し
な
が
ら
、
白
井
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
進
め

て
頂
け
る
最
適
任
者
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
令
和
元
年
５
月
22
日
よ
り
欠
員
と

な
っ
て
い
た
副
市
長
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
と
あ
り
ま
す

が
、
林
野
庁
の
ガ
イ
ド
に

は
、
平
成
31
年
６
月
ま
で

に
条
例
を
制
定
し
、
基
金

を
設
置
す
る
こ
と
と
あ
り

ま
し
た
。
今
に
な
っ
た
の

は
ど
う
い
う
判
断
で
す
か
。

Ａ　

今
回
提
案
し
た
も
の
は
、

31
年
度
の
事
業
費
の
残
額

を
基
金
と
し
て
積
み
立
て

る
と
い
う
も
の
で
、
当
初
、

林
野
庁
が
出
し
て
い
る
方

針
は
、
そ
の
後
に
撤
回
と

い
う
か
、修
正
さ
れ
て
お
り
、

県
内
で
も
半
分
以
上
の
自

治
体
が
今
の
議
会
に
基
金

条
例
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

森
林
環
境
税
は
、
森
林
が

荒
れ
て
き
て
い
る
中
で
、

災
害
や
国
土
の
保
全
と
い

う
趣
旨
は
よ
い
と
思
い
ま

す
が
、
お
金
の
集
め
方
に

つ
い
て
は
同
意
で
き
な
い

の
で
議
案
に
反
対
し
ま
す
。

　
　

温
室
ガ
ス
の
主
要
な
排
出

原
因
者
で
あ
る
企
業
に
対

し
て
１
円
の
負
担
も
求
め

ず
、
国
民
だ
け
に
負
担
、

納
税
を
求
め
る
こ
の
環
境

税
は
、
消
費
税
と
非
常
に

似
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
認
め
て

い
る
と
、
地
方
税
制
に
対

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　
「
利
用
料
金
は
指
定
管
理
者

の
収
入
と
す
る
」
と
あ
り

ま
す
が
、
指
定
管
理
料
と

の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

Ａ　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管

理
者
と
し
て
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
光
熱
水

費
等
の
維
持
管
理
費
用
は

全
て
市
で
支
出
し
て
い
る

た
め
、
指
定
管
理
料
は
支

払
っ
て
い
ま
せ
ん
。
利
用
料

は
一
度
、
指
定
管
理
者
の
収

入
と
し
ま
す
が
、
１
割
は

指
定
管
理
者
の
諸
経
費
と

し
て
納
め
、
９
割
は
雑
入

の
納
付
金
と
し
て
市
会
計

に
納
め
る
考
え
で
す
。

Ｑ　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
に

お
い
て
「
日
中
の
予
約
が

と
り
づ
ら
い
の
に
、
ど
う

し
て
一
般
団
体
や
個
人
に

貸
し
出
す
の
か
」
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
市
の
利
用
を
制
限
す
る
」

こ
と
と
「
地
域
福
祉
団
体

と
障
が
い
者
団
体
は
三
カ

月
前
か
ら
優
先
予
約
が
出

来
る
」
と
し
て
、
市
は
今

以
上
予
約
が
取
り
づ
ら
く

な
る
こ
と
は
無
い
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

Ａ　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

し
て
い
ろ
い
ろ
な
ひ
ず
み
、

ゆ
が
み
が
国
か
ら
ど
ん
ど

ん
押
し
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

や
は
り
所
得
や
立
場
を
踏

ま
え
て
応
分
の
負
担
を
そ

れ
ぞ
れ
が
し
て
い
く
方
法

で
な
い
と
認
め
る
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

す
。

Ｑ　

安
全
面
に
お
い
て
、
利
用

者
枠
の
拡
大
、
利
用
者
増

に
よ
る
警
備
員
の
増
員
な

ど
対
応
予
定
は
。

Ａ　

現
状
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ　

利
用
料
に
つ
い
て
、
受
益

者
負
担
半
額
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

当
初
の
需
要
見
込
み
を
大

幅
に
下
回
る
場
合
な
ど
、

今
後
の
料
金
設
定
に
影
響

は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

利
用
料
の
見
直
し
は
、
原
則

３
年
に
一
度
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、そ
の
時
に
考
え
ま
す
。

　
　

福
祉
・
障
が
い
者
団
体
の
利

用
を
妨
げ
な
い
部
屋
の
有

効
活
用
に
は
賛
成
で
す
が
、

７
つ
の
理
由
で
反
対
で
す
。

①
市
が
財
政
の
た
め
に
考

え
た
変
更
で
市
民
の
要
望

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②
障

が
い
者
団
体
専
用
の
部
屋

３
つ
が
１
つ
に
減
ら
さ
れ

予
約
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

③
利
用
率
の
低
い
土
日
、

夜
間
の
み
貸
す
と
い
う
市

民
の
提
案
を
却
下
し
、
利

用
の
多
い
平
日
昼
ま
で
一
般

に
貸
し
出
す
の
は
建
設
的

で
あ
り
ま
せ
ん
。
④
一
般
団

体
は
２
ヵ
月
前
、
福
祉
・

障
が
い
者
団
体
は
３
ヵ
月

前
か
ら
の
予
約
に
な
り
ま

す
が
、
現
利
用
団
体
が
行

事
計
画
が
立
て
づ
ら
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
⑤
今
後
、

福
祉
・
障
が
い
者
団
体
の

利
用
料
も
有
料
に
な
る
可

能
性
。
⑥
登
録
団
体
の
定

義
す
ら
未
決
定
。
⑦
昨
年

11
月
の
市
民
と
の
意
見
交

換
会
か
ら
、
わ
ず
か
ひ
と

月
で
提
案
を
決
め
、
肝
心

の
部
屋
利
用
に
つ
い
て
、
市

民
の
意
見
が
ほ
ぼ
反
映
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
以
上
か
ら

市
が
目
指
す
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
な
ら
ず
、
時
間
を
か

け
て
市
民
の
声
を
取
り
入

れ
る
べ
き
と
考
え
、
反
対

し
ま
す
。

主

な

質

疑

Ｑ　

千
葉
県
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
の
県
と
の
ビ

ジ
ョ
ン
、
北
総
線
の
運
賃

問
題
解
決
に
向
け
て
、
副

市
長
に
期
待
す
る
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ　

北
総
線
の
運
賃
、
北
環
状

線
や
北
千
葉
道
路
の
問
題
、

さ
ら
に
開
発
か
ら
40
年
経

過
し
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
見

え
て
き
た
課
題
、
特
に
今

後
の
大
規
模
災
害
に
備
え

た
広
域
連
携
。
ま
た
、
職

員
の
新
世
代
へ
の
入
替
り

等
に
対
し
て
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
、
広
域
連
携
の

観
点
か
ら
今
回
千
葉
県
か

ら
選
任
を
お
願
い
し
た
次

第
で
す
。

Ｑ　

新
副
市
長
の
任
期
は
、
い

つ
ま
で
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

地
方
自
治
法
の
規
定
で
は

４
年
で
す
。
今
回
同
意
を

頂
け
れ
ば
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

今
回
の
推
薦
に
当
た
っ
て

の
決
め
手
、
期
待
す
る
と

こ
ろ
、
白
井
市
の
課
題
の

共
有
に
つ
い
て
は
。

Ａ　

北
総
線
の
運
賃
問
題
に
つ

い
て
は
千
葉
県
に
調
整
役
、

ま
と
め
役
と
し
て
関
わ
っ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
道
路
問
題
に

つ
い
て
も
、
千
葉
県
の
持
っ

て
い
る
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
さ
せ
て
頂
き

た
い
。
さ
ら
に
災
害
に
お
い

て
も
、
白
井
市
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
広
域
的
発

想
の
連
携
な
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
髙
橋
氏
は
印
旛

出
張
所
に
も
勤
務
の
経
験

が
あ
り
、
白
井
市
の
状
況

も
あ
る
程
度
理
解
さ
れ
て

お
り
、
課
題
の
共
有
も
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

反対

反対

総
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

市役所右奥にある保健福祉センター
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　14人（27項目）の
質問があり、その要
約を掲載しました。
詳細については、会
議録をご覧くださ
い。この文章は各議
員が作成していま
す。

問　

移
動
手
段
の
実
態
。

答　

高
齢
者
の
移
動
は
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
人
の
自
動
車
に

乗
せ
て
も
ら
う
場
合
を
含
め
自

動
車
に
よ
る
移
動
が
８
割
近
く

を
占
め
一
番
多
い
状
況
で
す
。

問　

免
許
返
納
と
相
談
窓
口

答　

自
主
返
納
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
市
と
し
て
特
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
事
故
の
当
事
者
に
な
ら

ず
安
心
で
す
。
運
転
に
不
安
を

感
じ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

そ
の
家
族
の
相
談
窓
口
で
全
国

統
一
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
＃
８
０

８
０
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
や
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
検
討
に
つ
い
て

答　

新
た
な
交
通
手
段
と
し
て

先
進
事
例
等
注
視
し
て
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
現
在
運
行
し
て
い

る
ナ
ッ
シ
ー
号
の
効
率
化
に
よ

り
利
便
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

問　

今
後
の
ナ
ッ
シ
ー
号
は
。

答　

運
行
経
費
を
極
端
に
増
大

す
る
こ
と
な
く
運
行
本
数
を
増

便
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
１

便
当
た
り
の
所
要
時
間
を
減
ら

す
こ
と
、
民
間
バ
ス
ル
ー
ト
と

の
重
複
区
間
を
見
直
す
こ
と
で

約
１
・
５
倍
増
を
目
指
し
ま
す
。

問　

２
月
３
日
開
催
の
協
議
会

に
お
け
る
各
委
員
の
意
見
は
。

答　

循
環
バ
ス
ナ
ッ
シ
ー
号
の

ル
ー
ト
見
直
し
に
つ
い
て
、
第

二
小
通
学
バ
ス
に
必
要
な
時
間
、

変
更
後
の
収
支
、
新
鎌
ヶ
谷
方

面
の
重
要
性
な
ど
、
新
鎌
ヶ
谷

ル
ー
ト
と
北
ル
ー
ト
の
件
が
多

く
、
日
曜
運
行
に
つ
い
て
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

問　

隣
の
印
西
市
で
は
３
６
５

日
運
行
し
て
い
ま
す
。
鎌
ケ
谷

市
も
ほ
ぼ
そ
れ
に
近
く
、
白
井

だ
け
が
日
曜
、
祝
日
に
走
ら
ず

不
便
だ
と
い
う
意
見
を
以
前
よ

り
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に

つ
い
て
ど
う
答
え
ま
し
た
か
。

答　

利
用
者
が
少
な
く
収
支
率

が
下
が
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

問　

か
つ
て
日
曜
運
行
が
あ
っ

た
時
よ
り
も
高
齢
者
が
増
え
る

な
ど
環
境
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
現
在
、
利
用
者
が
少
な
い
と

い
う
根
拠
は
。

答　

実
証
実
験
等
を
し
た
わ
け

で
は
な
い
で
す
が
、
路
線
バ
ス

事
業
者
と
の
話
な
ど
か
ら
日
曜

運
行
は
慎
重
に
考
え
て
い
ま
す
。

問　

新
鎌
ヶ
谷
に
つ
い
て
の
委

員
の
意
見
の
具
体
的
内
容
は
。

答　

新
鎌
ヶ
谷
へ
は
結
構
な
人

数
が
乗
っ
て
い
て
収
支
に
影
響

す
る
の
で
は
な
い
か
。
市
外
へ

の
運
行
は
し
な
い
と
い
う
な
ら

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
ル
ー
ト

は
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

先
の
運
行
改
悪
で
33
％
、

６
万
人
近
く
乗
客
が
減
り
ま
し

た
。
執
行
部
は
新
鎌
ル
ー
ト
に

つ
い
て
ど
う
答
え
ま
し
た
か
。

答　

民
間
路
線
と
の
重
複
も
あ

る
の
で
、
そ
の
部
分
を
削
る
案

を
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　

冨
士
地
区
住
民
の
バ
ス
改

善
要
望
へ
の
対
応
は
。

答　

見
直
し
で
は
新
鎌
へ
運
行

し
な
い
予
定
を
伝
え
ま
し
た
。

問　

代
替
や
別
の
案
は
。

答　

民
間
路
線
が
西
白
井
を
経

由
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や

役
割
分
担
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
策
定
に
向
け
た
市
民
の

意
見
交
換
会
」「
道
路
施
策
」
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

日
本
国
内
で
も
感
染
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
国
際
化
が
進
む
中

で
昨
年
の
成
田
空
港
利
用
者
は

３
６
０
０
万
人
、
一
日
約
10
万

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
空
港

沿
線
の
自
治
体
、
白
井
市
と
し

て
同
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
は
急
務

で
す
。
市
の
対
応
は
。

答　

市
と
し
て
国
と
県
の
情
報

収
集
に
努
め
、
関
係
各
課
で
連

絡
会
議
を
開
催
し
、
情
報
の
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
へ

正
し
い
最
新
情
報
と
感
染
予
防

対
策
の
お
知
ら
せ
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

私
は
昨
年
12
月
、
香
港
の

友
人
の
議
員
等
か
ら
同
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
情
報
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
現
実
の
問
題
と

し
て
市
内
で
感
染
者
が
出
た
場

合
、
市
が
行
動
で
き
る
部
分
が

限
ら
れ
て
い
る
現
状
で
す
が
、

仮
に
感
染
者
が
市
の
施
設
等
を

利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
は
。

答　

感
染
さ
れ
た
方
が
利
用
さ

れ
た
施
設
に
保
健
所
か
ら
施
設

管
理
者
へ
消
毒
命
令
が
出
さ
れ

ま
す
。
仮
に
公
共
施
設
利
用
者

か
ら
感
染
者
が
出
た
場
合
、
関

係
課
で
協
力
し
適
切
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

現
実
、
市
内
で
感
染
者
が

い
た
場
合
で
も
、
市
役
所
に
は

詳
細
を
保
健
所
等
か
ら
通
知
さ

れ
な
い
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。

市
が
独
自
で
判
断
を
迫
ら
れ
る

よ
う
な
場
合
の
対
応
は
。

答　

仮
に
市
の
判
断
で
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
行
動
を
行
う
場
合
、
既
存
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
用
し
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

問　

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
や

防
護
服
の
市
の
備
蓄
は
。

答　

マ
ス
ク
約
１
万
４
０
０
０

枚
、
手
指
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
ボ
ト
ル
約
60
本
、
患
者
宅
等

へ
訪
問
す
る
際
の
マ
ス
ク
、
ゴ

ー
グ
ル
、
手
袋
が
１
２
０
セ
ッ

ト
ほ
ど
、
防
護
服
も
20
セ
ッ
ト

ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

「
財
源
ア
ッ
プ
へ
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
さ
ら
な
る
改
善
」
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
。

答　

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ

ン
が
小
学
校
３
０
０
台
中
学
校

２
０
０
台
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
教
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
ま

で
有
線
が
引
か
れ
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
１

台
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
が
全

国
平
均
５
・
４
人
に
対
し
11
・

５
人
で
か
な
り
遅
れ
て
い
ま
す
。

問　

１
人
１
台
の
整
備
は
。

答　

現
在
の
パ
ソ
コ
ン
の
入
れ

替
え
時
期
が
小
学
校
は
令
和
３

年
度
、
中
学
校
は
令
和
４
年
度

な
の
で
こ
の
時
期
に
パ
ソ
コ
ン
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
に
し
ま
す
。
ネ

ッ
ト
環
境
も
約
１
０
０
倍
の
無

線
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
ま
す
。

有
害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な

い
よ
う
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま
す
。

問　

市
長
の
北
総
線
値
下
げ
へ

の
具
体
的
な
行
動
予
定
は
。

答　

沿
線
活
性
化
と
鉄
道
利
用

者
増
加
を
促
す
こ
と
で
運
賃
収

入
を
増
加
さ
せ
、
北
総
鉄
道
会

社
の
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と

が
一
つ
の
方
策
と
考
え
ま
す
。
繰

越
損
失
解
消
時
が
値
下
げ
の
節

目
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

今
ま
で
に
、
沿
線
６
市
や

県
と
値
下
げ
の
話
し
合
い
は
。

答　

沿
線
・
近
隣
市
の
長
と
、

観
光
客
が
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
で

な
く
北
総
線
に
乗
っ
て
頂
く
よ

う
観
光
面
で
連
携
す
る
こ
と
で

北
総
線
の
利
用
者
が
増
え
る
と

い
う
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

問　

他
の
値
下
げ
方
策
や
い
く

ら
下
げ
た
い
と
い
う
目
標
は
。

答　

特
効
薬
は
な
く
、
沿
線
市

や
千
葉
県
と
も
情
報
共
有
し
て

話
し
合
い
を
進
め
た
い
で
す
。

問　

市
長
は
、
日
本
建
築
学
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
「
白
井
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
天
井
の
石
膏
ボ

ー
ド
が
落
下
し
た
ら
頭
蓋
骨
が

割
れ
る
衝
撃
が
あ
る
」
と
示
す

実
験
部
分
を
読
み
ま
し
た
か
。

答　

見
て
お
り
ま
す
。

問　

音
楽
堂
や
東
大
安
田
講
堂

が
採
用
し
た
準
構
造
化
工
事
の

必
要
性
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答　

文
化
会
館
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
他
の
工
法
と
比
較
検
討

を
行
う
の
で
工
法
は
未
定
。

問　

国
の
耐
震
基
準
を
満
た
す

工
事
の
５
年
以
内
の
実
施
は
。

答　

実
施
時
期
は
、
文
化
会
館

の
あ
り
方
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
、
小
中
学
校
や
各
セ
ン
タ

ー
等
の
安
全
性
の
確
保
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
、
後
期
基
本
計

画
期
間
中
の
財
政
見
通
し
の
作

成
を
進
め
て
お
り
、
事
業
費
の

平
準
化
を
図
り
、
施
設
の
安
全

対
策
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
危

険
性
の
周
知
」
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。

　

車
を
運
転
し
な
い
高
齢
者
の

移
動
手
段
を
考
え
る　

　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の

審
議
内
容
等
、
交
通
施
策
を
問
う　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

白
井
市
の
対
応　

　

教
室
や
体
育
館
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
と

一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト　

　

北
総
線
値
下
げ
へ
の
具
体
的
な
行
動
は　

　

大
地
震
時
に
落
下
の
危
険
が
あ
る

文
化
会
館
吊
り
天
井　

石
井　

恵
子
議
員

影
山　

廣
輔
議
員

和
田　

健
一
郎
議
員

徳
本　

光
香
議
員

文化センター大ホール
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問　

昨
秋
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の

本
数
が
39
％
増
え
ま
し
た
が
影

響
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

答　

北
総
線
の
本
数
は
改
正
後

も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
退
避
回
数
は

平
日
で
27
回
、
休
日
で
21
回
増

加
し
て
い
ま
す
。

問　

市
長
は
、
印
西
市
と
連
携

し
運
賃
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に

進
ん
で
取
組
む
つ
も
り
は
。

答　

繰
越
損
失
の
解
消
が
見
え

て
き
て
運
賃
値
下
げ
に
向
け
た

節
目
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
県
や
沿
線
市
が
足

並
み
を
揃
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
印
西
市
と
も
一
緒
に
協
力

し
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

路
線
バ
ス
等
地
域
公
共
交

通
は
、
地
域
を
越
え
た
連
携
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

答　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
の
よ
う
な
法
定
協
議
会
は

難
し
い
で
す
が
、
関
係
者
が
一

緒
に
話
す
な
ど
、
大
い
に
や
っ

て
い
く
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

問　

平
成
26
年
制
定
の
建
築
制

限
条
例
は
、
景
観
を
守
り
、
秩

序
あ
る
開
発
を
誘
導
す
る
意
味

で
は
有
効
で
す
が
、
若
い
世
代

定
住
等
の
観
点
か
ら
み
る
と
受

け
皿
の
確
保
も
視
野
に
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

答　

空
き
家
の
増
加
も
懸
念
さ

れ
住
宅
供
給
が
過
剰
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
今
は
雇
用

や
来
訪
者
を
呼
び
込
む
産
業
の

創
出
と
都
市
機
能
の
充
実
を
重

点
に
考
え
て
い
ま
す
。

問　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

開
発
誘
導
地
区
に
農
振
農
用
地

が
入
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
整

合
性
が
と
れ
て
い
ま
せ
ん
が
。

答　

農
家
と
調
整
は
し
て
き
ま

し
た
が
、
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
国

道
16
号
沿
道
に
関
し
て
は
、
特

例
的
に
必
要
が
あ
れ
ば
見
直
す

こ
と
も
可
能
と
説
明
し
、
現
在

は
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
増
便
が

北
総
線
の
運
行
に
与
え
る
影
響
は　

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
人
口
誘
導　

柴
田　

圭
子
議
員

問　

市
は
出
張
所
開
所
時
間
を

縮
小
し
、
令
和
３
年
か
ら
窓
口

業
務
の
見
直
し
を
す
る
案
を
示

し
て
い
ま
す
。
本
計
画
の
前
提

は
ほ
と
ん
ど
の
市
民
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
し
、
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
取
得
が
見
込

ま
れ
る
た
め
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
裏
面
に
は
税
や

社
会
保
障
な
ど
個
人
番
号
が
記

入
さ
れ
、
紛
失
等
に
よ
る
個
人

情
報
漏
洩
や
な
り
す
ま
し
詐
欺

発
生
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
有

効
期
限
も
あ
る
た
め
必
要
性
を

感
じ
な
い
市
民
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
カ
ー
ド
普
及
の
目
的
は
。

答　

利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
と
公
平
で
効
率
的
な
行
政

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

問　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
さ

れ
て
い
る
情
報
は
。

答　

福
祉
、
所
得
、
世
帯
情
報

問　

消
防
団
の
役
割
と
活
動
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別

職
の
公
務
員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
精
神
の
も
と
、
火
災
や

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
台
風
や

大
雨
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
見
回
り
や
避
難
す
る
た
め

の
準
備
情
報
の
広
報
活
動
、
倒

木
や
が
れ
き
の
処
理
、
畑
や
道

路
の
冠
水
区
域
の
排
水
作
業
、

通
行
止
め
な
ど
区
域
の
安
全
に

係
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
消

防
水
利
か
ら
水
槽
車
へ
の
送
水
、

火
災
現
場
で
は
交
通
整
理
残
火

処
理
な
ど
も
行
い
ま
す
。

問　

消
防
団
の
運
営
費
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

市
か
ら
支
出
し
て
い
る
消

防
団
に
係
る
運
営
経
費
は
、
消

防
、
水
防
事
業
に
要
す
る
経
費

と
し
て
、
消
防
団
へ
の
年
額
報

酬
の
ほ
か
、
災
害
訓
練
、
出
張

時
の
費
用
弁
償
、
団
員
の
け
が

な
ど
に
備
え
た
保
険
や
退
職
時

な
ど
の
共
済
負
担
金
、
研
修
の

た
め
の
負
担
金
な
ど
で
す
。
他

に
、
消
防
施
設
維
持
管
理
に
要

問　

放
置
荒
廃
す
る
土
地
、
住

宅
地
の
空
洞
化
を
鑑
み
、
市
の

発
展
を
構
築
す
る
工
夫
と
し
て

ま
ず
農
業
振
興
の
取
組
み
は
。

答　

集
落
営
農
等
の
組
織
化
や

担
い
手
づ
く
り
、
農
商
工
連
携

に
よ
る
高
付
加
価
値
化
や
ブ
ラ

ン
ド
化
、
農
に
親
し
め
る
環
境

づ
く
り
、
耕
作
放
棄
地
の
集
積

化
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

耕
作
放
棄
地
の
推
移
は
。

答　

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

問　

市
街
化
区
域
の
空
き
家
の

現
状
・
追
跡
調
査
の
結
果
は
。

答　

市
の
空
き
家
率
は
平
成
25

年
７
・
１
％
、
30
年
７
・
５
％

で
県
12
・
６
％
、
全
国
13
・
６

％
よ
り
低
い
値
な
が
ら
増
加
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
１
９
６

件
の
内
、
販
売
・
賃
貸
・
解
体
・

建
替
え
以
外
、
そ
の
ま
ま
の
空

き
家
は
１
２
３
件
で
す
。

問　

印
西
市
の
発
展
ぶ
り
と
白

井
市
を
比
較
す
る
市
民
の
声
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
。

答　

印
西
市
で
の
大
型
開
発
行

為
は
Ｃ
Ｎ
Ｔ
事
業
収
束
後
の
未

処
分
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
開
き
が
早
か
っ
た
白
井
市

内
の
未
処
分
地
に
は
既
に
残
地

が
な
い
状
況
で
、
企
業
誘
致
・

雇
用
・
都
市
機
能
充
実
を
重
点

に
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

市
の
発
展
を
見
据
え
た
土

地
利
用
方
針
の
見
直
し
は
。

答　

北
千
葉
道
路
に
伴
う
都
市

計
画
変
更
手
続
き
が
進
捗
。
こ

れ
は
市
の
土
地
利
用
に
大
影
響

を
及
ぼ
す
変
化
、
新
た
な
産
業

を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

土
地
利
用
方
針
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

市
の
発
展
を
阻
む
要
因
と

し
て
の
土
地
の
縛
り
。
産
業
振

問　

令
和
２
年
度
と
令
和
７
年

度
で
、
歳
出
を
比
較
す
る
と
ど

の
く
ら
い
減
り
ま
す
か
。

答　

財
政
推
計
に
お
け
る
令
和

２
年
度
と
令
和
７
年
度
の
歳
出

見
込
み
の
単
純
な
差
引
で
約
８

億
円
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
財
政
推
計
は
、
現
在
の

事
業
及
び
制
度
に
基
づ
い
て
推

計
し
て
い
る
の
で
作
成
中
の
第

５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
事
業
費
を
反
映
し
て
い
な
い
。

問　

予
算
を
削
減
す
る
場
合
の

基
準
は
。

答　

統
一
し
た
基
準
は
な
い
が

市
の
予
算
編
成
は
市
長
が
毎
年

定
め
る
予
算
編
成
方
針
に
基
づ

い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
予
算
は
、
施
策
評
価
や
事

務
事
業
評
価
等
の
結
果
を
踏
ま

え
、
成
果
の
有
無
、
必
要
性
、

有
効
性
、
効
率
性
が
認
め
ら
れ

な
い
事
業
は
廃
止
を
含
め
予
算

削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

あ
れ
も
こ
れ
も
の
財
政
安

定
の
時
代
か
ら
、
あ
れ
か
こ
れ

か
の
財
政
危
機
の
時
代
、
選
択

と
集
中
の
時
代
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
昨
年
12
月
全
議
員
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、

増
収
策
の
議
論
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
財
源
問
題
、
各
種
規

制
問
題
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

視
点
等
入
っ
て
お
ら
ず
、
実
行

可
能
な
ア
イ
デ
ア
は
出
な
か
っ

た
。
そ
の
上
で
、
市
の
増
収
策

を
練
り
出
す
た
め
の
方
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

歳
出
削
減
に
は
限
界
が
あ

る
。
今
後
は
市
税
収
入
等
の
増

収
策
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
幹
線
道
路
沿

道
な
ど
で
の
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
ま
す
。

問　

次
年
度
以
降
の
財
政
運
用

の
ポ
イ
ン
ト
は
。

答　

行
政
経
営
指
針
に
基
づ
き

効
率
的
な
行
政
組
織
の
構
築
、

多
様
な
人
材
の
育
成
と
確
保
、

財
源
の
確
保
、
歳
出
の
抑
制
、

適
材
適
所
に
よ
る
事
業
主
体
の

見
直
し
、
評
価
に
基
づ
く
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
精
査

と
い
う
６
つ
の
視
点
か
ら
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

興
を
活
性
化
す
る
観
点
で
の
考

え
を
笠
井
市
長
に
伺
い
ま
す
。

答　

土
地
利
用
問
題
が
急
務
で

あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

ま
す
。
無
秩
序
な
宅
地
化
等
の

抑
制
、
農
業
振
興
、
市
街
化
調

整
区
域
の
都
市
的
活
用
等
を
考

え
尽
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の

影
響
と
子
育
て
環
境
、
放
課
後

の
子
ど
も
の
居
場
所
」
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

す
る
経
費
、
消
防
団
車
両
の
維

持
管
理
に
か
か
る
経
費
で
す
。

地
域
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
受

け
て
い
る
団
も
あ
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

問　

地
域
か
ら
支
援
さ
れ
て
い

る
活
動
費
に
つ
い
て
助
成
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

消
防
団
活
動
の
運
営
費
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
状

況
も
勘
案
し
て
検
討
し
ま
す
。

問　

機
能
別
消
防
団
と
は
。

答　

個
人
の
能
力
や
事
情
に
応

じ
て
、
特
定
の
活
動
に
の
み
参

加
す
る
消
防
団
員
で
す
。
限
定

し
た
活
動
や
特
定
の
災
害
に
の

み
活
動
し
、
消
防
団
の
活
動
を

補
完
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
例
と
し
て

災
害
予
防
、
広
報
団
員
、
消
防

職
員
、
Ｏ
Ｂ
団
員
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

「
金
山
落
水
路
の
湛
水
被
害

に
つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

や
住
民
票
個
人
番
号
等
で
す
。

問　

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
個

人
情
報
を
一
元
的
に
掌
握
、
監

視
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
権
限
が
分
か
れ

一
元
的
に
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

問　

カ
ー
ド
保
有
率
は
全
国
で

15
％
、
市
は
15
・
９
％
で
す
が

普
及
を
促
す
職
員
の
取
得
率
は
。

答　

14
・
６
％
で
す
。

問　

こ
の
カ
ー
ド
１
枚
に
い
ろ

い
ろ
集
約
さ
れ
る
と
危
険
で
は
。

答　

保
険
証
と
一
緒
に
な
っ
た

も
の
を
落
と
す
と
危
な
い
で
す
。

問　

不
取
得
者
に
不
利
益
は
。

答　

公
的
身
分
証
明
書
な
ど
の

利
益
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

問　

カ
ー
ド
は
安
全
で
す
か
。

答　

必
要
な
情
報
の
み
ア
ク
セ

ス
で
き
る
し
く
み
で
個
人
情
報

が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
は
簡

単
に
取
れ
ま
す
か
。

答　

慣
れ
な
い
と
難
し
い
で
す

が
、
慣
れ
れ
ば
便
利
で
す
。

問　

迷
っ
た
場
合
に
店
員
は
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
か
。

答　

手
伝
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

問　

出
張
所
に
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
設
置
、
指
定
管
理
者
に
窓

口
業
務
委
託
な
ど
を
考
え
て
は
。

答　

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な

い
よ
う
出
張
所
廃
止
の
際
に
は

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
と

出
張
所
窓
口
廃
止
は
別
問
題　

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を　

　

農
業
振
興
と
土
地
活
用
見
直
し
で
、

　

市
の
発
展
を
ど
う
活
性
化
し
て
い
く
の
か　

　

財
政
推
計
と
財
政
健
全
化
の
取
組
み
は

岩
田　

典
之
議
員

秋
谷　

公
臣
議
員

平
田　

新
子
議
員

石
川　

史
郎
議
員

訓練に励む消防団員
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問　

双
子
や
三
つ
子
な
ど
多
胎

児
へ
の
支
援
、
市
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

多
胎
児
を
出
産
し
た
産
婦

問　

防
災
力
の
底
上
げ
は
。

答　

首
都
直
下
地
震
は
30
年
以

内
に
７
割
の
確
率
で
起
こ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
台
風
や
大
雨
に

よ
る
被
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

防
災
力
の
向
上
は
急
務
で
あ
り

市
民
、
地
域
全
体
が
災
害
・
防

災
に
取
り
組
み
、
職
員
も
防
災

計
画
や
災
害
時
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
・
見
直
し
等
を
基
に
市
・

職
員
の
災
害
対
応
能
力
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

問　

ど
の
よ
う
に
近
隣
市
と
の

差
別
化
を
図
っ
た
、
独
自
性
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
具
現
化
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

白
井
を
も
っ
と
豊
か
に
し

て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
白
井
を
次

世
代
に
残
し
た
い
と
い
う
こ
と

を
市
長
公
約
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
自
分
な
り
に
生
活
の

豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
実
現
に
向
け
て
、
五
つ
の
柱

を
掲
げ
、
時
間
を
か
け
て
取
り

組
む
必
要
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
５
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
、
具
現
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

白
井
市
は
東
に
印
西
市
、

西
に
鎌
ケ
谷
市
の
間
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
印
西
・
鎌
ケ
谷
市

と
同
じ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

教
育
環
境
の
充
実
を
進
め
て
い

く
教
育
長
の
考
え
は
。

答　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が

小
学
校
か
ら
順
次
全
面
実
施
と

な
り
、
10
年
に
一
度
の
重
要
な

変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
英

語
教
育
は
、
昨
年
度
よ
り
先
行

実
施
し
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
13
名
に
増
員

し
、
小
学
校
へ
の
派
遣
を
増
員

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
は
、
来
年
度
か
ら
の
実

施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が

進
め
ば
さ
ら
に
効
果
的
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
学
習
へ
の

入
口
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
、

（
仮
称
）
や
る
気
か
ら
始
ま
る

学
び
の
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
テ
ス
ト
の

問　

約
９
ヵ
月
間
副
市
長
不
在

の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

副
市
長
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答　

市
長
を
支
え
る
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
と
し
て
政
策

面
や
行
政
運
営
面
な
ど
総
合
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、

職
員
が
担
当
す
る
事
務
を
監
督

す
る
こ
と
が
主
な
役
割
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

副
市
長
が
長
期
不
在
の
間

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
き
た

か
伺
い
ま
す
。

答　

副
市
長
が
専
決
で
き
る
案

件
の
内
、
重
要
事
項
は
私
が
、

そ
の
他
は
担
当
部
長
が
決
裁
し

ま
し
た
。
ま
た
、
審
査
会
な
ど

会
長
職
が
副
市
長
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
、
各
担
当
部
長
が
代

理
で
行
っ
て
い
ま
す
。
公
務
が

重
な
っ
た
場
合
な
ど
の
対
応
に

つ
い
て
も
、
不
在
の
間
は
欠
席

さ
せ
て
い
た
だ
く
か
、
担
当
部

長
等
が
代
理
出
席
を
し
て
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

こ
れ
ま
で
副
市
長
の
選
任

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
き
た
か
伺
い
ま
す
。

答　

私
の
市
長
就
任
以
来
、
懸

案
事
項
と
捉
え
て
い
ま
し
た
。

副
市
長
が
不
在
の
間
は
各
担
当

部
長
が
そ
の
職
務
を
担
い
、
多

く
の
負
担
を
か
け
て
き
た
面
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
い
時
期

に
議
案
を
提
出
で
き
る
よ
う
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
お

そ
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
民
間

人
や
公
務
員
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
で
、
現
役
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
の
中
か
ら
選
任
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

慎
重
に
人
選
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問　

副
市
長
の
選
任
に
関
す
る

議
案
は
、
い
つ
頃
提
案
さ
れ
る

の
か
、
答
弁
を
求
め
ま
す
。

答　

具
体
的
な
時
期
等
に
つ
い

て
は
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
現
在
も
選
任
に
向

け
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
少
し
で
も
早
い
時
期
に
議

会
に
提
案
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※�

令
和
２
年
４
月
１
日
に
新
副

市
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
や
通
知
表
の
評
価
等
、
学

習
の
出
口
を
気
に
さ
れ
ま
す
が

学
習
へ
の
入
り
口
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
学
習
へ
の
や
る
気
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
意
欲
・

興
味
・
関
心
が
高
ま
れ
ば
お
の

ず
と
結
果
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
体
性
や

表
現
力
の
育
成
に
、
14
校
の
児

童
生
徒
の
代
表
が
一
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ

ゼ
ン
を
行
う
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ

ト
の
開
催
等
調
査
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

ユ
ニ
セ
フ
は
ど
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
赤
ち
ゃ
ん
が
守
ら

れ
、
最
大
限
母
乳
で
育
て
る
ル

ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。
母
乳

が
基
本
、
ミ
ル
ク
は
代
替
手
段

な
の
で
す
。
液
体
ミ
ル
ク
や
女

性
の
視
点
に
つ
い
て

答　

粉
ミ
ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
生

理
用
品
、
紙
お
む
つ
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
用
テ
ン
ト
等
を
保
管
し

て
お
り
、
液
体
ミ
ル
ク
は
保
存

期
間
や
価
格
を
踏
ま
え
て
活
用

の
方
法
を
検
討
し
た
い
で
す
。

問　

実
社
会
で
は
予
測
し
が
た

い
事
態
や
災
害
が
発
生
し
ま
す
。

そ
れ
に
備
え
過
去
の
失
敗
を
教

訓
と
し
て
蓄
積
す
る
と
こ
ろ
か

ら
危
機
管
理
は
出
発
し
、
人
々

を
い
か
に
安
全
に
早
期
避
難
さ

せ
る
か
が
危
機
管
理
の
基
本
だ

と
思
い
ま
す
。
危
機
管
理
の
要

諦
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

起
こ
り
う
る
災
害
を
適
切

に
把
握
し
市
民
の
生
命
、
財
産

を
守
り
被
害
を
軽
減
。
災
害
対

策
や
避
難
方
法
の
周
知
、
避
難

勧
告
等
を
行
い
安
全
避
難
を
目

指
し
ま
す
。
自
助
、
共
助
、
公
助
、

社
会
の
連
携
が
必
要
。
災
害
派

遣
等
を
通
し
職
員
の
防
災
意
識

を
高
め
防
災
に
備
え
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

問　

防
災
減
災
の
取
組
み
を
文

化
と
し
て
定
着
さ
せ
る
に
は
。

答　

人
は
時
間
の
経
過
と
と
も

に
災
害
の
記
憶
が
薄
れ
、
備
え

も
疎
か
に
な
り
ま
す
。
文
化
と

し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
教
育
で
防
災
を
学
び
、
そ
こ

か
ら
活
動
を
行
い
、
防
災
へ
の

備
え
が
共
通
の
価
値
観
と
し
て

確
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
地
道
な
努
力
と
長
い
時

間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。

問　

認
知
症
の
人
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

認
知
症
の
人
に
つ
い
て
は�

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
潜

在
的
な
人
数
を
把
握
す
る
こ
と

は
大
変
困
難
で
あ
り
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
７
人
に
１
人
が
認

知
症
だ
と
す
る
と
、
本
市
の
場

合
、
約
２
４
０
０
人
の
方
が
何

ら
か
の
認
知
症
状
が
あ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

問　

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
で

示
さ
れ
る
予
防
の
概
念
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
認
知
症
に

な
る
の
を
遅
ら
せ
る
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
、
重
症
化
予
防

機
能
維
持
、
行
動
心
理
症
状
の

予
防
対
応
と
い
っ
た
発
症
後
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
取
り
組
み
と

さ
れ
、
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

は
身
体
的
、
精
神
的
調
子
も
整

わ
な
い
ま
ま
２
人
以
上
の
育
児

を
行
う
状
況
で
あ
り
、
子
ど
も

の
成
長
に
伴
い
悩
み
や
相
談
事

も
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
時
期

で
も
あ
る
た
め
、
新
生
児
訪
問

や
、
お
め
で
と
う
訪
問
等
を
通

じ
て
相
談
や
状
況
確
認
を
し
て

い
ま
す
。

問　

今
年
度
か
ら
国
は
多
胎
児

が
い
る
家
庭
に
対
す
る
支
援
事

業
を
始
め
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー

派
遣
や
親
同
士
の
交
流
会
な
ど

の
支
援
策
に
対
し
、
人
件
費
と

設
備
費
を
２
分
の
１
ず
つ
補
助

し
ま
す
。
当
市
で
も
導
入
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答　

多
胎
児
家
庭
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
の
情
報
を
収

集
し
、
事
業
内
容
等
に
つ
い
て

検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

育
児
に
苦
労
し
て
い
る
多
胎
児

家
庭
へ
の
支
援
制
度
の
導
入
を　

　

市
の
防
災
力
向
上
を
問
う　

　

近
隣
市
と
の
差
別
化
を
図
る
施
策
は　

　

副
市
長
の
選
任
は　

　

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
重
要
な

認
知
症
の
現
状　

斉
藤　

智
子
議
員

植
村　

博
議
員

田
中　

和
八
議
員

血
脇　

敏
行
議
員

問　

現
在
、
市
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
指
定
は
28
か
所
あ

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。

答　

こ
の
内
26
か
所
は
特
別
警

戒
区
域
で
毎
年
６
月
、
印
旛
土

木
事
務
所
、
消
防
署
等
と
点
検

し
、
が
け
崩
れ
の
危
険
性
の
有

無
な
ど
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

問　

市
民
の
生
命
、
生
活
を
守

り
、
大
災
害
時
の
対
応
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
か
。

答　

も
う
一
度
市
内
全
域
を
点

検
し
ま
す
。
ま
た
、
大
雨
に
備
え
、

避
難
所
の
開
設
が
出
来
る
体
制

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

問　

自
然
災
害
直
後
の
被
害
建

築
物
の
判
定
を
す
る
技
術
者
が

足
り
な
い
現
況
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ま
す
か
。

答　

被
害
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
士
を
含
め
、
技
術
職
の
確

保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

技
術
職
員
の
ス
キ
ル
の
向

上
に
向
け
た
研
修
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

新
た
な
課
題
へ
の
対
応
や

必
要
と
さ
れ
て
い
く
技
術
の
習

得
が
求
め
ら
れ
、
国
、
県
、
民

間
等
の
研
修
に
参
加
し
、
計
画

的
に
研
修
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。

問　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
の
食
材

に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
白
井
の
梨
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

取
得
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

き
ま
し
た
か
。

答　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
項
目

が
多
い
こ
と
、
価
格
に
直
接
反

映
さ
れ
な
い
等
難
し
い
が
、
今

後
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
な
い
と
世
界
、
日

本
で
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
い

時
期
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
28
か
所　

　

被
害
建
築
物
の
危
険
度
判
定
士
の

確
保
は　

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
状
況
は

（
農
業
生
産
工
程
管
理
の
認
証
）　

竹
内　

陽
子
議
員

梨トレ体操で体力アップ
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議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表
○は賛成　×は反対　―は採決に不参加

議案等
番　号 件　　　名 付　　託

委員会名
審　議
結　果

各議員の賛否

日本共産党 公明党 しろい未来研究会 白井令和 政和 NT
21

市民自治
ネットワーク

市民
の声

北総
一揆

さわやか
白井 議長

中川 徳本 石井 植村 斉藤 田中 和田 石川 古澤 伊藤 秋谷 広沢 血脇 岡田 平田 影山 柴田 小田川 岩田 竹内 長谷川
第
１
回

臨
時
会

市
長
提
出

の
も
の 議案第１号 平成 31年度一般会計補正予算（第11号） ― 原案可決 ― ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案等
番　号 件　　　名 付　　託

委員会名
審　議
結　果

各議員の賛否

日本共産党 公明党 しろい未来研究会 白井令和 政和 NT
21

市民自治
ネットワーク

市民
の声

北総
一揆

さわやか
白井 議長

中川 徳本 石井 植村 斉藤 田中 和田 石川 古澤 伊藤 秋谷 広沢 血脇 岡田 平田 影山 柴田 小田川 岩田 竹内 長谷川

第
３
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 森林環境譲与税基金条例の制定 総務企画
常任委員会 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第２号 行政組織条例の一部を改正する条例の制定 総務企画
常任委員会 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第３号 附属機関条例の一部を改正する条例の制定 総務企画
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例の制定

総務企画
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第５号 手数料条例の一部を改正する条例の制定 総務企画
常任委員会 原案可決 ⃝ 〇 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第６号 保健福祉センターの設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定

教育福祉
常任委員会 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × × × × ⃝ ―

議案第７号 重度心身障害者の医療費助成に関する条例の
一部を改正する条例の制定

教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第８号 和解及び損害賠償の額の決定 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第９号 市道路線の認定 都市経済
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 10号 平成 31年度一般会計補正予算（第 12号） 各常任
委員会 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × × × × ⃝ ―

議案第 11号 平成 31 年度国民健康保険特別会計事業勘定補正予算（第４号）
教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 12号 平成 31 年度介護保険特別会計保険事業勘定補正予算（第５号）
教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 13号 平成 31 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 14号 令和２年度一般会計予算 各常任
委員会 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 15号 令和２年度国民健康保険特別会計事業勘定予算
教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 16号 令和２年度介護保険特別会計保険事業勘定予算
教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 17号 令和２年度後期高齢者医療特別会計予算 教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 18号 令和２年度水道事業会計予算 都市経済
常任委員会 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 19号 令和２年度下水道事業会計予算 都市経済
常任委員会 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 20号 和解について ― 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ ⃝ × ⃝ ―
議案第 21号 平成 31年度一般会計補正予算（第 13号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―
議案第 22号 副市長の選任 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議
員

提
出 発議案第１号 議案第 14 号令和２年度一般会計予算に対する附帯決議 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × × × × ― × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

陳
情 陳情第１号 次期中学校歴史教科書採択に関する陳情 ― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

議案等
番　号 件　　　名 付　　託

委員会名
審　議
結　果

各議員の賛否

日本共産党 公明党 しろい未来研究会 白井令和 政和 NT
21

市民自治
ネットワーク

市民
の声

北総
一揆

さわやか
白井 議長

中川 徳本 石井 植村 斉藤 田中 和田 石川 古澤 伊藤 秋谷 広沢 血脇 岡田 平田 影山 柴田 小田川 岩田 竹内 長谷川

第
２
回
臨
時
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 専決処分（国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）の承認 ― 承認 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第２号 国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―
議案第３号 介護保険条例の一部を改正する条例の制定 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―
議案第４号 令和２年度一般会計補正予算（第１号） ― 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ × ⃝ ⃝ ―

議案第５号 令和２年度国民健康保険特別会計事業勘定補
正予算（第２号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第６号 令和２年度介護保険特別会計保険事業勘定補
正予算（第１号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第７号 令和２年度一般会計補正予算（第２号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

編
　
集
　
後
　
記

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

関
連
で
の
自
粛
や
休
校
、
３
密

の
防
止
等
、
市
民
の
ご
理
解
・

ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
危
険
リ
ス

ク
も
承
知
で
医
療
・
介
護
・
生

活
基
盤
を
支
え
て
頂
く
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆『
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
』

目
に
見
え
ぬ
小
さ
な
敵
と
の
戦

い
で
は
早
期
収
束
を
祈
る
ば
か

り
で
す
が
恐
怖
・
誹
謗
中
傷
・

噂
話
と
い
っ
た
心
の
感
染
だ
け

は
絶
対
に
避
け
た
い
と
こ
ろ
。

今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
創
造
・

学
び
・
人
と
の
繋
が
り
方
も
見

つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

◆
多
種
多
様
の
支
援
策
な
ど
、

日
々
変
化
し
て
い
く
情
報
に
も

し
っ
か
り
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て

『
正
し
く
恐
れ
、
正
し
く
対
応

す
る
こ
と
』
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
市
で
は
２
月
の
対
策
本
部
設

置
以
来
、
市
長
・
市
役
所
・
市

議
会
が
一
致
し
た
思
い
で
、
出

来
る
だ
け
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
必
要

な
支
援
を
皆
様
の
元
に
お
届
け

す
る
こ
と
を
最
優
先
と
考
え
、

対
応
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

◆『
明
け
な
い
夜
は
な
い
！
』

今
し
ば
ら
く
は
緊
張
感
を
も
っ

て
忍
耐
し
、
オ
ー
ル
白
井
で
、

特
に
、
大
き
な
不
安
や
損
害
に

悩
み
な
が
ら
も
努
力
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
々
を
応
援
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

�

平
田　

新
子

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、しばらくの間、本会

議及び委員会の傍聴については、できる限りお控えいただくようお願

いすることといたしました。皆様のご理解とご協力をお願いいたしま

す。本会議及び委員会はインターネットでライブ中継及び録画中継（委

員会はライブ中継のみ）をしておりますのでご利用ください。

市議会傍聴を

希望される皆さまへ

（新型コロナウイルス対応）


